
平成30年7月豪雨

島根県土木部河川課



１．気象状況

◎天気図

7月5日 9時

7月6日 9時

7月5日10時から7月7日9時までの48時間積算雨量

◎降雨状況

7月6日 19時40分
広島県、岡山県、鳥取県に大雨特別警報発表

暖かく湿った空気

梅雨前線が
東・西日本へのび
活動が活発
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出典：松江地方気象台資料



２．降雨量

◎主な観測所の総雨量【平成30年7月豪雨】

観測所名 総雨量 所管

川本 ２１９㎜ 国

江津 １５４㎜ 国

川戸 １５７㎜ 砂防

都賀行 ２３３㎜ 砂防

八戸ダム １５４㎜ 県

波積 １６８㎜ 県

下口羽 ３２５㎜ 県

【江の川水系】 ※7月5日0:00～7月7日24:00までの総雨量



２．降雨量

◎等雨量線図【平成30年7月豪雨】
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江の川上流域の広島県側では、総雨量400㎜を超える雨が降っている地域がある一方で、下流の島根県側では、
100～200㎜前後の降雨量の地域が大半を占めています。

※等雨量線図は、松江地方気象台
のアメダスデータをベースとして、
島根県内のデータを各観測所の観
測データに修正して作成していま
す。



３．江の川支川の浸水および被害状況

【江の川支川の浸水箇所】

青 字：支川の浸水箇所
赤 字：江の川の整備予定箇所
※枠囲い：事業中箇所※整備箇所は、江の川水系河川整備計画より転記

平成30年7月豪雨の浸水被害の原因は、江の川本川の水
位上昇により引き起ったものです。

これにより島根県側でも多くの支川が本川の水位上昇に
伴う背水（バックウォーター）現象や逆流により家屋等の
浸水被害が発生しました。



7/7 AM15:50  T.P.=19.6m

桜江中学校

桜江小学校

7/7 AM15:50  T.P.=19.6m

３．支川の浸水および被害状況

【八戸川：堤防決壊および越水】

【家屋被害】
床上浸水：４３戸
床下浸水：１４戸

※家屋被害は、八戸川の被
害調査の結果より引用



３．支川の浸水および被害状況

【八戸川：堤防漏水】

堤防漏水箇所



３．支川の浸水および被害状況

【小谷川】

桜江町谷住郷

桜江町谷住郷

小谷川水門

小谷川トンネル放水路及び江の川の堤防整備の
効果により、家屋浸水被害を防ぐことが出来まし
たが、農地の一部は内水により浸水しました。



３．支川の浸水および被害状況

【田津谷川】

川越地区（川越診療所）川越地区（川越生涯学習センター）

川越地区（川越生涯学習センター）田津谷川（渡田橋下流）

（家屋被害）床上浸水：１０戸、床下浸水：５戸
※家屋被害は7月12日時点の江津市からの被害報告から引用



３．支川の浸水および被害状況

【川本町谷地区：矢谷川】

川本町谷

今回の痕跡水位（昭和47年水害に匹敵）

床上浸水：３８世帯 床下浸水： ４世帯
＊事業所、公営住宅を除く

【７月８日 川本町発表資料より】

①

①

②

②



３．支川の浸水および被害状況

【都治川】

都治川（松川町上河戸）

都治川（松川町下河戸）

都治川（家屋浸水）

【家屋被害】 床上浸水：１戸、床下浸水：５戸

※家屋被害は7月12日時点の江津市からの被害報告より引用



３．支川の浸水および被害状況

【濁川】

川本町因原（八面地区） 洪水痕跡調査

【家屋被害】
床上浸水：１０戸

※家屋被害は7月12日時点の川本町からの
被害報告より引用

八面地区


